
を
こ
の
械
に
芭
い
た
と
あ
る
。

ハ
サ
ダ
=
ポ
ウ
波
佐
谷
坊

松
附
寺
戸
能
楽
)
。

ハ
サ
ミ
イ
シ
挟
石

岡
主
州
州
市
出
郷
に
邸
す
る

都
町
問
。
抑
制
石
と
密
か
れ
て
腐
る
こ
と
も
あ
る
。

ハ
ザ
ラ

波

佐

務

能
楽
制
服
梅
郷
に
闘
す
る
郎

世間。
ハ
サ
ラ
ジ
ヨ
ウ

波
佐
路
城
能
渋
柿
彼
佼
即
酬
に

在
っ
た
。
越
資
質
三
州
志
放
縦
考
に
、
故
佐
山
靴
催
一は

こ
の
村
領
山
に
あ
る
が
、
館
市
の
仰
が
な
い
と
あ
る
。

パ
サ
ン
パ
Z

ン
テ
ィ
シ
ュ
ヤ
ジ
ン
諸
問
翼
演
底

主
夜
静

鹿
島
郡
石
勤
山
二
宮
口
の
殺
路
巾
に
、
高

さ
六

O
砲
の
自
然
石
に
麓
珊
拙
官
邸
底
中
夜
耐
と
刻
し

た
上
に
弛
幸
=
一
つ
を
杭
列
し
、
袈
而
に
天
潮
拘
と
刻

し
た
も
の
が
あ
る
。
主
夜
一
例
は
ま
た
士
山
夜
叉
耐
と
も

冊
目
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
一
布
川
附
終
に
捻
か
れ
た
施
法
制

で
あ
る
。
そ
の
柳
徹
は
、
京
都
三
僚
の
仰
引
法
林
寺

に
も
安
芭
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る。

ハ
シ
ア
ハ
ガ
サ
キ

橋
粟
ヶ
崎
石
川
榔
倣
且
庄

に
回
す
る
部
町
問
。
一
兆
品
開
十
五
年
十
二
且
一

一日川
端
的
と

政
抑
制
し
た
o

J
ア
ハ
ガ
サ
キ
川
勺
断。

ハ
ジ
カ
シ

波
志
倍

以
京
都
前
北
郷
に
邸
ず
る

邸
前
。
能
思
有
名
跡
芯
に
、『
彼
志
川
川
村
は
公
筒
私
領
入

交
る
也
o
会
翁
寺
と
て
蹄
宗
ぁ
。
。
一
向
宗
一
ヶ
寺

あ
り
。
此
門
技
芯
佑
川
U

に
又
は
ね
情
あ
り
。
川
上
は

膝
巻
村
山
よ
り
統
れ
て
、
此
締
あ
る
政
元
は
抗
梶
村

な
り
。
畑
町
村
も
針
き
也
。
叉
郁
爪
に
聞
出
の
地
政
と

て
叡
品
開
の
館
体
あ
り
。
行
基
の
作
に
て
部
駿
あ
ら
た

也
。
此
村
よ
り
中
間

へ
十
四
川
あ
b
。
風
m
M
也
。
』
と

あ
る
。
文
巾
に
い
ふ
地
抑
制
は
、
今
中
日
に
移
さ
れ
て

ゐ
る
。ハ
ジ
カ
シ
ガ
ハ

波
志
借
川

問
主
制
巾
居
川
の

巾
流
が
彼
志
惜
の
部
世
間
を
お
〈
聞
に
於
い
て
、
披
芯

サ

J
Y
ヨ
ウ
コ
ウ
ジ

，、
、
γ 

ハ
シ
ゲ
ン
セ
ン

銭
玄
泉
ま
た
一
路

・
文
陪
と

改
め
た
。
部
は
摘
。
れ
は
民
宗
教
策
寺
の
次
子
で
、

抑
制
氏
二
代
玄
徹
の
後
を
綴
い
で
滞
の
御
盤
附
と
な
っ

た
。
天
明
六
年
正
周
新
知
三
百
石
を
賜
は
り
、
七
年

八
月
十
二
日
七
十
一
泊
磁
を
以
て
夜
し
た
。

ハ
シ
ケ
ン
ド
ウ

橋
健
品
車
問
は
的
、手
は
反
求
、

問
M
a
と
脱
し
た
。
金
相
聞
の
入
。
兄
他
位
守
銃
翰
句
鍛

を
以
て
家
砲
を
聞
い
て
庖
た
が
、
そ
の
双
後
附
苧
梁

前
川
の
都
が
あ
る
。

ハ
ジ
カ
ミ
ジ
ン
ジ
ヤ

波
自
加
摘
神
社
河
佑
制

八
師
・
二
日
市
入
品
目
の
地
に
鎮
座
す
る
。
も
と
四
坊

お
坂
に
あ
っ
た
が
、
社
般
を
失
う
た
お
凶
随
八
備
紳

祉
に
合
併
し
た
も
の
と
偲
へ
る
。
式
内
出
守
山
間
位
記
に
、

『彼
自
加
捕
前
枇
。
式
内
一
座
。
四
郎
郷
四
坊
向
坂
村

地
内
小
金
的
水
銀
座
之
磁
。
中
首
脳
z
兵
火
。
枇
山
間
協

亡
。
俊
治
=座
子
問
一
也
八
締
官
。
お
--相
限
。』
と
あ
る
。

し
か
し
今
は
彼
自
加
揃
耐
枇
と
い
ふ
か
ら
、
閃
臨
八

幅
削
宮
は
閣
を
円
以
し
て
母
屋
を
符
は
れ
た
形
で
あ
る。

ハ
ジ
カ
ミ
ジ
ン
シ
ヤ
リ
ヤ
タ
エ
ン
ギ
コ
ウ
波
白

加
禰
神
社
略
縁
起
考
一

情
。
明
治
七
年
能
木
和
彦

者
。
河
北
端
二
目
前
村
の
間
近
入
柿
宮
即
ち
式
内
披

自
加
弼
訓
祉
の
紋
起
が
、
元
紙
七
年
佐
々
木
昌
攻
に

よ
っ
て
お
か
れ
て
ゐ
た
の
を
、
誌
に
改
め
作
っ
た
も

の
で
あ
る
。

ハ
シ
ゲ
ン
セ
ン

端
玄
川

天
利
一苅
年
四
川
の
御
問

附
と
な
り
、
六
百
依
を
受
け
た
。
点
苧
二
年
二
月
叶

一
日
京
都
邸
の
奉
行
犯
勘
右
衛
門
か
ら
飛
脚
を
以

て
、
新
院
御
悩
に
就
い
て
念
に
玄
川
を
甘
口
さ
れ
る
と

の
通
牒
が
あ
っ
た
か
ら
、
滞
は
直
に
之
を
川
護
せ
し

め
た
が
、
サ
二
日
に
出
回
御
し
給
う
た
と
の
総
に
接
し

て
途
巾
か
ら
町
っ
た
。
新
院
は
後
四
天
長
で
あ
る
。

玄
川
は
元
総
六
年
双
し
、
そ
の
子
孫
制
綴
い
で
市
川
に

仕
へ

る。

六
七
四

を
剛
警
宮
、
亦
他
堂
を
活
様
と
し
た
。
明
治
三
年
金
保

一
政
平
服
装
担
割耐
永
二
年
五
月
二
日
平
家
加
到
の
促
入

拙
仰
の
文
問
中
訓
導
と
な
り
、
四
年
文
県
四
等
敬
附

・
節

一
の
僚
に
、
『
先
陣
安
宅
に
つ
け
ば
、
後
仰
は
昭
一
…
附
・俄

問
問
教
師
と
な
り
、
開
む
勝
の
後
小
限
校
に
出
仕
、
十
四

一
立
云
々
ま
E
列
り
た
あ
υ
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
部
釈
の

年
十
二
且
二
日
五
十
九
践
を
以
て
裂
し
た
。

一
裕
停
に
懸
庄
の
地
が
あ
り
、
越
管
制
M
三
州
芯
に
、
出

ハ
シ
ゴ
ザ
カ
梯
子
坂

白
山
々
鶴
一
也
市
，
翻
泊
泉

一
回
荒
川
が
安
永
中
こ
h

に
泌
ん
だ
時
に
は
、
階
中

へ

か
ら
頂
上
へ
の
鷺
山
府
中
、
摂一一向一

一
O
O
米
乃
主
一

一
二
一自
問
許
祭
出
し
た
石
崎
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
一

二
五

O
米
の
急
援
。
傾
斜
三

O
度
で
投
さ
こ
粁
に
及

一
夜
E
河
川
の
勾
に
洗
ひ
去
ら
れ
て
、
今
は
一見
に
跡
方
が

ぴ
、
そ
の
終
る
腕
は
六
辺
部
山
の
頂
上
で
あ
る
o

一
な
い
と
あ
る
o
然
ら
ば
即
ち
締
虫
は
、
丹
後
の
抑
制
坤

ハ
シ
ゴ
ホ
リ

端

郡

能

殺
の
須
咋
・
郎
防
二
都

一
と
問
じ
〈
梯
放
の
訟
で
あ
る
o

は
、
之
を
総
抑
制
し
て
口
湖
と
も
陥
仰
と
も
い
う
た
。

一

ハ
シ
タ
テ
コ
ウ

橋
立
港
江
沼
州
総
立
の
湾
問

天
文
十
六
年
間
七
且
七
日
飯
川
主
計
助
光
磁
判
啓

一
で
、
東
方
に
供
同
制
脳
の
江
沼
町
制
地
尼
御
前
附
を
髭
へ

、

に
、
『
到
子
制
部
押
水
駿
河
殿
一
戦
之
刻
一
百
々
。
』
文

一
雨
は
第
三
紀
の
凝
灰
岩
天
的
に
抱
擁
せ
ら
れ
て
、
池

田
肘
包
開
制
従
四
百
九
十
援
組
賄
除
に
、
『
然
多
一
市
能
州
一
怒
ら
し
い
形
勢
を
し
て
ゐ
る
o
天
的
か
ら
少
し
離
れ

一
宮
云
止
。
』
な
ど
h

見
え
る
。

一
て
海
中
に
あ
る
小
島
を
滋
湖
ぬ
と
い
ひ
、
世
の
中
央

ハ
シ
ゴ
ホ
リ
シ
ヂ
ジ
ユ
ウ
ゴ
ガ
ソ
ン

端
郡
七
十

一
日
抑
合
に
夫
蛸
判官が
あ
っ
て
、
共
に
風
泌
を
避
け
し
め

五
ゲ
村

鹿
島
郡
稲
井
永
光
寺
僻
来
古
文
岱
目
録

一
司令。

に
、
九
万
十
八
日
白
山
繭
務
行
附
榔
七
十
五
村
三
分

一

ハ
シ
主
メ

端

女

滞

政
時
代
に
於
い
て
、

専
ら

一
兎
除
朕
一
辺
、
同
抑
制
七
十
五
村
三
分
一
犯
除
長

一
御
民
式
内
の
炊
附
剛
容
の
下
働
を
し
た
下
仰
で
、
抗
人

的
独
政
一
泊
と
あ
る
。
焔
郡
は
口
部
で
あ
る
が
、
そ

一
扶
持
依
を
奥

へ
ら
れ
、
腕
力
の
あ
る
も
の
が
多
か
つ

の
七
十
五
ヶ村
と
い
ふ
も
の
は
臼
知
七
十
五
村
と
同

一
た
O

ハ
シ
タ
メ
は
協
に
略
し
て
ハ
ジ
タ
と
い
う
た
。

じ
か
ら
う
o

l
v
オ
ウ
チ
Y
チ
ジ
ユ
ウ
プ
カ
ソ
Y

B

一

ハ
シ
ヅ
メ

橋
爪

行
川
部
中
奥
郷
に
闘
す
る
押
印

知
七
十
一
泊
今
一
利
。

一
軒
。
こ
の
地
、
巾
村
川
の
締
爪
に
あ
る
か
ら
村
名
と

ハ
シ
シ
ョ
ウ

端
章
容
は
子
甫
、
蹴
は
闘
倶
。
一
し
た
。

留
を
裁
と
し
て
悦
利
を
臨
み
ず
、
深
山
部

的

不

破

一

ハ
シ
ヅ
メ
サ
ン
ジ
斗
ウ
ロ
ウ

橋
爪
三
十
郎

組

南
町
副
等
と
持
交
最
も
深
か
っ
た
が
、
晩
年
に
は
茶
鼓

一
外
に
邸
し
、
松
二
百
五
十
行
。
妄
刊
を
以
て
米
を
民

を
限
と
し
た
。
賀
川
門
前
後
の
人
。

一…
号
、
，
た
非
隠
顕
し
、
一苅
聡一日一年
七
且
九
日
間
島
左
陪

ハ
シ
セ
キ
ホ

宿
石
図
名
は
敬
、
宇
は
子
路
。

一
に
御
預
と
な
り
、入
且
サ
一

日
切
胞
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

一
蹴
問
遊
。
泊
抑
制
安
左
衛
門
、
後
往
来
と
改
め
た
。

一

ハ
シ
ヅ
メ
シ
ン

橋
爪
新
石
川
山
中
央
郷
に
邸

初
め
替
を
橘
槻
慌
に
問
中
び
、お
永
四
年
家
訟
を
聞
き
、
一
す
る

mw問。

型
年
町
何
者
た
る
の
発
許
を
得
、
臨
剛
山
三
年
滞
の
智
一

ハ
シ
ヅ
メ
ヌ
ヒ
ノ
ス
ケ

橋
爪
縫
殿
助
初
名
小

判
町
役
郎
と
な
り
、
明
治
十
二
年
七
且
三
イ
日
六
十一

一
一
右
衛
門
。
陥
州
荒
子
に
於
い
て
前
間
利
家
に
仕
へ
、

訟
を
以
亡
残
し
た
。

一
三
百
況
十
石
を
領

L
、
元
利
三
年
宗
俊
と
鋭
L
、
隠

ハ
シ
指
テ

橋
立

江
沼
郡
柏
山
山
に
闘
す
る
郎
訴
。

一
日
知
百
石
を
党
け
、
七
年
双
し
た
o
子
町
出
掛
附
に
開
捜


